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１．児童館における安全対策と児
童や保護者の心のケア支援

【佐藤幸雄議員】市内児童館における盗撮事案

の発生についてでありますが、本事案は、断じて許

されない行為である。

児童館に通う児童生徒の心のケアや保護者への

信頼回復をどのように進めるのか。具体に対策を伺

う。

【こども若者局⾧】児童の心のケアについては、当

該児童館において、9月11日より新たにスタッフを

配置して、児童、保護者からの相談に対応する体

制を整えるとともに、小学校のスクールカウンセラー

とも連携してケアにあたっている。

保護者の皆様の信頼回復に向けては、再発防止

に係る取り組みが現場の職員一人ひとりに浸透す

ように、本市職員が直接、当該児童館に赴き研

修を行っている。

また現在、本市から団体に対し、管理体制の見直

しや再発防止策の徹底を指示して、改善計画書

の提出を求めている。保護者の皆様の安心につな

がる改善の取り組みが確実に履行されるよう、管

理・監督を行っていく。

こうした取り組みを、団体とともに着実に実行してい

くことを通して、保護者の皆様の信頼回復に努めて

まいりたい。

＊中面につづく

日々の地域実績
２．子育てが楽しい街・仙台の推
進について

【佐藤幸雄議員】本市では、一般社団法人仙台

子ども財団を設立する予定であるが、設立目的で

ある 「子育てが楽しいまち・仙台」の実現をどのよ

うに推進していくのか伺う。

【市⾧】財団の設立に向けて、子ども・子育て支援

に関わる団体をはじめ、現場の方々の声を伺ってき

た。その中で、子育て家庭同士のつながりの希薄

化や、それぞれの家庭が抱える課題の複雑化・多

様化について多くの意見をいただいた。

財団設立後は、地域の中で活動されている支援

団体の想いや、その活動内容をしっかりと把握しな

がら、多様化するニーズに的確に対応した支援を

展開することにより、子ども子育て家庭の繋がりを

豊かにしてまいりたい。
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スロープ新設 バリアフリー対策

令和５年度 第３回定例会
会派 代表質疑 ９月１９日
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一般社団法人仙台子ども財団とは、仙台市が子育て支
援を目的に設立する外郭団体。



４．就職氷河期世代の非正規雇
用から正社雇用への支援について

【佐藤幸雄議員】私は昨年（令和４年）の第

２回定例会（一般質問）にて、就職氷河期世

代のニーズに合った支援を推進するには、実態調

査を行い、その声に応えるべきと強く求めた。現在

の状況を伺う。

【経済局⾧】就職氷河期世代の方々の中には、

非正規雇用にあって正規雇用を希望される方、

希望しながらも職に就けない方、あるいは⾧期間

職に就けなかったことなどにより、職を探す意欲を

失った方など、実情は様々である。

こうした状況を踏まえまして、本市においては、非

正規から正規への雇用を望まれる方々には、個

別相談等を実施してきたほか、今年度からは、Ｓ

ＮＳ等を活用した情報発信を強化した。

また、職に就いていない方々には、生活困窮者自

立支援による就労支援や就労準備支援を通じ、

社会参加や就労の機会を提供するとともに、支

援員による丁寧なサポートにも取り組んでいる。

引き続き、国や県等と連携を図りながら、より効果

的な支援施策を検討し、一人一人の希望の実

現につなげてまいりたい。

３．地域交通の役割分担でバス
事業の赤字解消を提案

【佐藤幸雄議員】私が令和３年度に、地域交通

に転換することでバス事業の赤字解消策を提案し

た質疑に対し、「利用者が極めて少ないエリアにお

いて、路線バスから地域交通への転換を図ること

により、市バス事業の経費削減につながる」との答

弁であった。現在、乗車人員がコロナ禍前の1割

減の状態であるならば、更にスピードを上げて推進

すべきと考えますが、所見を伺う。

【交通事業管理者】現在、地域交通は都市整

備局が中心となり、市内１０地区において、意見

交換会から実際の運行まで、段階を踏みながら

様々取り組みが進められている。

交通局としても、地域の意見交換会等に参加し

て様々な意見を頂戴している。

それぞれの地域の実情に合ったより良い移動手段

を確保するためには、十分な合意形成を図りなが

ら丁寧に進めることが必要と認識している。

今後とも、地域交通の推進にあたり、都市整備

局とは、バスの利用状況のほか、地域の皆様の意

見や地元協議の進捗状況等について定期的に

情報共有を行うなど、密接に連携を図りながら取

り組んでまいりたい。
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第２回定例会 委員⾧報告（市民教育委員会）
６月９日

＜プロフィール＞
仙台市生まれ
仙台市立国見小学校卒業
仙台市立第一中学校卒業
仙台市立仙台商業高等学校卒業（硬式野球部OB）
創価大学経済学部経済学科（通信教育部）卒業

復興創生会議（公明党宮城県本部）
３月１２日

会派視察 介護予防ポイント事業について
大阪市 ３月２３日

会派視察 ヒヤリングフレイル事業について
豊島区 ３月２４日

物価高騰対策・ 会派緊急要望
仙台市役所 ３月２９日

南光台１丁目町内会 要望書提出
泉区役所 ５月１日

全国都市緑化祭
仙台国際センター ５月２４日

就職氷河期世代とは、概ね平成5年から平成16年の雇
用環境が厳しい時期に学校卒業期を迎えた世代で、原
則として、令和5年4月1日時点において大卒であれば
41歳から52歳(昭和45年4月2日から昭和57年4月1日ま
でに生まれた人)、高卒であれば37歳から48歳(昭和49
年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた人)まで
の方。

地域での話し合いのイメージ（仙台市ＨＰより）


